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［１］はじめに
所得を基軸変数として社会的厚生関数を定義し、分析を行う伝統的な経済学を、A.Senは厚生主
義として厳しく批判する。もとより多くの厚生経済学者も生活の豊かさや生活の質（QOL）に所得
以外の多くの要因が関係することは承知の上であるが、所得を（唯一の？）変数として議論を展開す
るのは、何よりもそれによって命題を厳格に論証しやすいことと、生活の豊かさや質に関する様々な
状態が所得の大きさや分配によってかなりの程度把握可能であると考えるからである。何もかも考察
に包含することは必ずしも望ましいことではなく少数の重要な要因によって事象を説明することがいっ
そう望ましいことかもしれない。したがって事の本質は厚生経済学的方法によって人々の生活の豊か
さや質をどの程度説明しうるかにあるといってよいであろう。
経済学者の中にもSenのような考え方をする人たちが目立つようになるのは90年代末から今世紀
初頭にかけてである。分配論の第一人者であるA.B.Atkinsonは「貧困（deprivation）は多次元
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要 約
多次元的福祉ないしケイパビリティ・アプローチにおいては健康、教育、環境、あるいは貧困等の個
別の機能の調査・研究が大きな成果を上げている。他方において経済社会全体を視野においた、その意
味で個別の機能ではなくその集合として捉えられる潜在能力に関する数量的な分析については、相対的
に手薄になっている。諸機能を総合的に分析する場合にまず問題となるのはどのような機能を分析の対
象とし、それをどのような観測可能な変量によって推計するか、推計された諸機能からどのようにして
潜在能力を推計するかである。とくに諸変量間の相対的重要性の評価および諸機能を潜在能力に総合す
る際に必要となるウェート付けをできうるかぎり研究者の主観を回避しておこなうことが重要である。
本稿ではこれらの問題を念頭において多変量解析の手法を適用することによって多次元的福祉の推計を
行った。また多次元的福祉の構造とその経時的変化について2004年および2008年のGSOEPデータ
を用いて分析した。
キーワード：多次元的福祉、機能、潜在能力、MIMICモデル、平均対数偏差
的であるということは広く同意されている。所得の貧困（incomepoverty）だけを視野におくのは
不十分である。われわれは他の属性についても見なければならない。センが論じたように所得と富の
役割は成功と貧困のより広く、より完全な画面の中に統合されなければならない」と述べている。福
祉の多次元的アプローチでは福祉を諸機能（Functioning）の集合である潜在能力（Capability）と
して捉え、その評価は諸機能を評価する形で行われる。ここで機能とは価値あると人が考える状態
（being）や行為（doing）であり、潜在能力は「様々なタイプの生活を送る」という個人の自由を反
映した機能のベクトルの集合として表される1）。潜在能力はいわば諸機能を座標軸とする多次元空間
の点の集合である。潜在能力の語に示されているように、この概念は実現された機能だけでなく、潜
在的に実現可能な機能も含めて福祉を定義する。このようなアプローチから容易に予想されるように
多次元的福祉を数量的に分析するには、様々な方法上の困難があり、それらはまだ解決されたとは言
い難い状態にある。多くの機能の候補のうちどれを選択するのか、実現された機能を測定するにはど
のような変数（統計データ）を準備すればよいのか、それらの変数の機能に対する相対的な重要度
（ウェート）はどのように設定すればいいのか、諸機能から潜在能力を導く方法等々、これらは目下
のところ研究者の考えに委ねられている段階である。近年CA（CapabilityApproach）各分野の中
でも、めざましい成果をあげているのが、健康、教育、環境といった個別の機能に関するものである
ことは、この厄介な方法の問題をある程度回避できることもある。しかしこれら特定の機能に関する
分析を行うだけであれば、昔からなされていたように特にCAと称することもないのであって、上記
の問題を論じることによって全体的な枠組みを明らかにし、その枠組みの中での位置づけを確認して
いくことが必要であろう。
本稿はこの問題に原理的に取り組むことはしないが、研究者の主観的判断を極力排除して、選択の
問題を解決する実践的な方向を考察するものである。拙稿（2009、2011a）では因子分析を用いて
変数と機能の選択を行うことを試みた。そこでは抽出された諸機能（因子）が部分集団の属性によっ
てどのように異なるかを分析した。本稿では二つの分配指数（格差指数）、ジニ係数と平均対数偏差
（MLD）を用いて諸機能の分布構造を明らかにした。さらにMIMICモデルを構築して機能と潜在能
力の数量的関係の推定を試みた。各変数（機能）と潜在能力の関係式は高い精度の結果がえられたが、
モデルの全体としての適合度はよくなかった。これは標本数が大きいデータベースの場合にはよくみ
られる結果であるが、今後の研究課題である。
［２］多次元的アプローチの方法
拙稿（2011a）では福祉の多次元的アプローチの先駆者であるO.Neurathを引用してその特徴を
明らかにした。Lemann（2009）が詳細に検討したようにNeurathのLebenslagenansatzはSen
のCAときわめてよく似た意図から出発し、ほぼ同様の機能のリストを提案していることと、簡潔で
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短い文であるので、繰り返しになるが本稿でも同一箇所を引いて考察の導入としたい。
Neurathは個人あるいは社会の豊かさを評価するのに効用は有用な概念ではないと考えていた。
理由はその序数的性質にあり他者との比較ができないことと、その直接的計測ができないことであっ
た。彼はまた第一次大戦後のインフレーションの経験から貨幣価値の不安定性を強く意識し、所得や
金融資産が厚生のよい尺度とはなりえないと論じた2）。そのため個人あるいは社会の豊かさを計測す
るためには具体的な財やサービスの量および生活の質を規定する諸条件の観察が必要となると考えた。
「簡単のために、食糧、住居および健康だけで特徴づけられる生活状況のシルエットを説明に用
いよう。これら3つは全て計測可能な量である。2集団AとBがある。fは食糧の、dは住居の
そしてhは健康の、単位である（食糧、住居、健康はこれらの単位によって計測可能と仮定す
る）。Aの生活状況は3f＋d＋3hから構成され、Bのそれは2f＋3d＋hである。Aの生活状況
はより多くの食糧と住居に関する小さい係数、そしてより大なる程度の健康によって特徴づけら
れる（これに余暇時間や労働時間等を追加してもよい）。シルエットの形状は単位の選択に依存
する。このケースではAのシルエットは‘凹’であり、Bのシルエットは‘凸’である。もし
住居の単位をより小さくとれば両者のシルエットはともに‘凸’になるが、Bのシルエットの凸
の度合いはAのそれより大きいであろう。」（Neurath1937,p.143）
彼があげた食糧（あるいは栄養摂取量）、住居、健康は彼のあげる項目のうちでも特に重要度が高
いとされたもので、CAにおける機能に相当する。Neurathは客観的に観察可能な変量の組から人々
や社会の「生活状況」（Lebenslage）を描写し、その分布のシルエットをみることによって個人間あ
るいは社会間の比較を行おうとし、個人のおかれた状況の主観的（主体的）評価、たとえば栄養や衣
料に対する満足度、健康の自己評価などは取り上げられない3）。上記の引用では一つの変数がそのま
まCAでいう機能に対応しているが、複数の観測変数が一つの機能に対応するのがより一般的である。
たとえば機能として教育をとる場合に教育水準や識字率、あるいは話す力が観測可能な、対応する変
数として考えられる。本稿では、それらの対応する変数と機能の関係を因子分析によって推定し、推
定された因子を機能として解釈する。
所得については本稿と同様の意図をもった近年の論文においても、手段と目的の混同という批判を
かわすために観測変数に加えないものもあるが、市場がよく機能する経済においては多くの機能に及
ぼす影響力から、あるいはある種の機能の代理変数としてモデルに加えることが適切であろう。とく
にSenがしばしば強調するような「そのような行動をする、あるいは状態を実現する能力はあって
も、その人の生きる目的や価値観から別の状態を選択している」ケースを実際にその機能を実現する
「自由がない」ケースを区別する有力な手段であることを考えればこの変数の排除は望ましくない。
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主観的評価を表す変数については個別の、特定個人や集団の潜在能力を具体的に調査する場合には、
客観的に見てよき生活とはいえないのに、彼らは現状に十分満足しているという歪んだ関係があるこ
とは否定しないが、本稿が対象とするような発展した市場経済の、特定小集団ではなく、広く社会各
層の平均的な状態に限っていえば、満足度等の主観的評価変数はやはり重要な役割を果たすと考えら
れる。実際社会のほとんどの構成員が不満足であると答える状態に「いやそれは誤りで、彼らはよき
生活を実現している」という結論は慎重に下されなければならない。他の客観的変数の値と突き合わ
せてあるいはそのような結論に落ち着く場合もあるかもしれないが、その場合も主観的変数を加えて
総合的に判断する方が望ましいであろう。前稿においては筆者も出来る限り主観的評価変数の採用を
控えたのであるが、本稿では特に適切な客観的観測変数が不足する場合には主観的評価変数をモデル
に導入した。とくにMIMICモデルの構成においては右端の変数として満足度変数を措定した。
［３］機能と潜在能力：分析のフレームワーク
NeurathやSenのとりあげた機能のリストについては上記Lemannを参照されたい。Senは
「ある種の福祉の分析において比較的少数の中心となる重要な機能だけでかなりのことを主張するこ
とができる。しかし、経済開発におけるもっと一般的な問題を含めた他の文脈では対象とすべき機能
のリストはずっと長く多様なものになるであろう4）」と述べているが、選択すべき機能が分析から離
れて予め定まっているわけではない。Arndt／Volkert（2007,2009）は先行研究を踏まえて次の分
析体系を表示した。
図1では、潜在能力の実現可能性を規定する諸因子が、個人的潜在能力と、社会的慣習や制度に
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図1 潜在能力の主要規定因
よって規定される手段的自由（InstrumentalFreedom）に大別されている。前者はさらに金銭的潜
在能力と財の所有、および非金銭的能力に分類される。このうち所得や資産はエクスプリシットに把
握されない諸々の機能の代理変数としての役割が与えられている。財は所得および資産と機能をリン
クさせる位置にあるがこの部分が太線ではなく細線で表示されているのは、それを計測するための統
計データが整っていないためである。
Senは「人がより自由に生きるための一般的な潜在能力を高める」手段的自由として政治的・社会
的および経済的機会、透明性の保障（官僚化の行き過ぎがないこと、汚職や行政の腐敗がないこと）、
環境および社会的保護の保障をあげている5）。表の右半分はほぼその線に沿って編成されている。
本稿ではこの体系を参考にして経済的機能に対応する変数として家計所得、個人勤労所得、耐久消
費財の保有を、非金銭的機能に関連する変数として健康、教育水準そして2008年度についてはリテ
ラシーを準備した。社会的条件に規定された機会に関しては政治活動、ボランティア活動、宗教活動、
年間労働時間、職業上の裁量度（オートノミー）を、GSOEPに含まれる変数リストから選択した。
その他に住居および余暇に関するいくつかの変数を選択したが、これらは上表ではぴったりくる場所
がないが生活の質の重要な構成要素である。
因子分析は厳密には分類（たとえば性別や所有の有無、居住地域）を表す変数には適用できない。
性別や居住地域については因子分析の結果の解釈の際に利用するが、財や住居設備の所有の有無につ
いてはAlkire／Fosterの貧困分析（Alkire／Foster2009,2010）6）で用いられた方式を適用し、各
品目の所有の有（＝1）無（＝0）を合計することによって住居設備および耐久消費財所有という基
数型変数に変換した。健康および余暇、社会的活動に関しては個別の項目の値をそのまま分析にかけ
ても散らばりが大きすぎる、あるいは有効回答数がごく少数である場合に同じくAlkire／Fosterの
dualcut-offを応用してこれらの問題点を回避しうる変数に加工した。社会的参加1はボランティア
活動、地域政治への参加、政党支援、および宗教行事への参加の4変数についてスコアが2以上を1、
2以下を0に、その他の余暇活動についてはスコア3以上を1、以下を0に変換し、加算した合成変
数である。なお社会的参加2はボランティア活動、地域政治への参加、政党支援、および宗教行事
への参加の 4変数の最大値をとって作成した変数である。BMI指数は体重÷身長2で定義される
BMIをWHOの評価基準を参考にして18.5～25を10点とし、BMIが25を上回る場合は35－BMI、
18.5未満の場合はBMI－8.5の計算式に従って作成した。
［４］機能と福祉の統計的推定
１．因子分析
分析に利用した変数と分析結果は表2と表3に示されている。因子の抽出は主因子法を用い、カ
イザーの正規化を伴うプロマックス回転を行った。因子の抽出基準として固有値1以上を指定した
多次元的福祉の分布構造に関する一考察 123
ところ、2008年度については7つの因子が抽出されたが、第7因子の中には因子負荷量が0.3を超
える変数がなかったため、最終的には因子数を6に設定して分析を行った。2004年度については固
有値1以上の条件で6つの因子が抽出された。因子分析の適合度をしめす、KMOおよびBartlett
検定の結果は良好であった7）。それぞれの因子について因子負荷量が大きい変数から因子の名称を次
のように定めた。
08年度 04年度
因子1 仕事・収入 因子1 経済的満足度
因子2 住居 因子2 教育
因子3 参加・余暇 因子3 住居
因子4 教育 因子4 余暇
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表1 因子分析の結果 2008年
パターン行列
標本数 10023
因 子
仕事・収入 住 居 参加・余暇 教 育 家庭生活 健 康
個人年間労働時間 .9108 -.0180 -.0163 -.1018 -.0744 .0157
職業上の裁量度 .8877 -.0229 .0134 .0313 -.0548 .0171
仕事に関する満足度 .8021 -.0548 -.0018 -.1251 -.0186 .1449
個人勤労所得 .7660 .0579 -.0058 .0821 .0731 -.1105
家計所得Y1 .5506 .1799 -.0237 .1055 .0849 -.0834
耐久消費財 .4476 -.0824 .0557 .1324 .1097 .0042
一人あたり住居面積 .0476 .9747 -.0062 -.0005 .0024 .0187
一人あたり部屋数 -.0123 .9048 .0175 -.0299 -.0179 .0114
社会的参加1 .0420 .0000 .8974 .0095 -.0029 -.0136
社会的参加2 -.0340 .0122 .8648 -.0154 -.0030 .0110
リテラシー .0426 -.0047 -.0122 .8824 -.0363 .0270
教育水準 .0082 -.0283 .0051 .8364 -.0063 .0182
家庭生活満足度 .1053 -.1876 -.0029 -.0345 .6954 .0022
住居満足度 .1267 .1137 -.0112 .0027 .6325 -.0021
余暇満足度 -.2093 .0683 .0082 -.0207 .6070 .0358
健康満足度 -.0494 .0396 -.0016 .0088 .0493 .8584
健康水準 .0481 -.0055 -.0011 .0404 -.0228 .7592
KMOおよびBartlettの検定
Kaiser-Meyer-Olkinの標本妥当性の測度 .750
Bartlettの球面性検定 近似カイ2乗 89622.11
自由度 136
有意確率 .000
因子5 家庭生活 因子5 健康
因子6 健康 因子6 収入
この命名については必ずしも説得的ではなく、08年度については住居面積と室数はF2（第2因子）
に属する一方で住居満足度はF5（第5因子）の家庭生活に分類されている。また04年度について
はF4（第4因子）の余暇の中心になる二つの変数のうち年間労働時間と余暇時間の因子負荷量の符
号は反対になっている。ラベルは余暇としたが余暇時間の増大は因子にマイナスの影響を与えるので
注意が必要である。また住居面積はF2（住居）ではなくF6の収入に分類されている。これらの変
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表2 因子分析の結果 2004年
パターン行列
標本数 6418
因 子
経済的満足 教 育 住 居 余 暇 健 康 収 入
家計所得満足度 .9915 -.0024 -.0181 -.0136 -.0453 -.0573
個人所得満足度 .9386 -.0392 -.0457 .0384 .0302 -.0121
生活水準満足度 .5221 .0598 .1258 -.1520 .2138 .0172
教育水準 -.0504 .8426 -.0735 -.1161 -.0871 -.0480
職業上の裁量度 -.0485 .6220 -.0473 .2826 .1403 .0009
教育満足度 .0113 .4387 .0093 -.1319 .2955 -.0351
政治への関心 -.0623 -.4261 -.0174 .0470 .1491 -.0646
住居に関する満足度 -.0295 .0062 .8734 .0188 .0530 -.0049
住居適合度 -.0957 -.1049 .5125 .0646 -.0765 .0546
住宅コンディション .0454 -.0041 .4833 .1250 -.1197 -.0266
近所つきあい .0707 .0193 .1689 .0752 -.1016 -.0867
個人年間労働時間 -.0377 -.0045 .0612 .6305 .1889 .0476
余暇満足度 .0932 .0507 .0592 -.5015 .2058 .1459
余暇時間 .0007 .0920 -.1096 -.4321 -.0219 .1631
耐久消費財所有 .0887 .1933 .1589 .2934 -.0081 -.1029
仕事の満足度 .0536 -.1609 -.1135 .1553 .7837 .0122
健康状態 .0299 -.0023 -.0620 .0477 .3497 -.0393
家事満足度 -.0384 -.1296 -.0280 -.1817 .2770 -.0504
BMIスコア -.0412 .1233 -.1106 -.0931 .1475 -.0380
家計所得Y2 -.0685 -.0881 -.0779 -.1287 .0184 .6877
個人勤労所得 .1345 .0931 .0108 .2939 -.0581 .5118
一人当たり住居面積 -.0577 .0837 .1025 -.1997 -.0766 .4337
KMOおよびBartlettの検定
KMOの標本妥当性測度 .822
Bartlettの球面性検定 近似カイ2乗 36395.110
自由度 231
有意確率 .000
数と各因子とのつながりは、それほど不自然でなく説明可能であるが、関連する変数が別の因子に分
かれていることは問題点として残り、変数の選択や加工に改善の必要があることを認めざるをえない。
２．MIMICモデル
各因子の因子得点をその機能に関するケース（回答者）のスコアとして用い、機能と福祉の関係を
分析した8）。拙稿（2009、2011a）では各因子のスコアを合計することによって福祉の水準としたが、
本稿ではMIMICモデルによって福祉を推計することを合せて試みた。MIMICモデルは二つの観測
変数ベクトルFとSおよび潜在変数Yの間に図2のパス図であらわされるような関係を設定したモ
デルである9）。図1では観測変数は矩形で、潜在変数は楕円で、因果関係は矢線で表示されている。
本稿では因子分析で求まった6つの因子（その値は因子得点である）を左端のFの観測変数として
使用し10）、二つの満足度（家計所得満足度と生活の満足度Satisfactionwithlifeattoday）を右端
のS変数とした。潜在変数Yは福祉である。なお図中小円のeは誤差である。
計測結果は表3に要約して示した。係数の推定結果は有意水準0.1％以下で有意かつ良好であった。
しかしモデル全体としての適合度を示す各種指標（GFI、CFI、RMSEAなど）はいずれも基準値を
はるかに下回り不合格であった11）。これは本稿のように標本数が数千をこえる作業の場合にはしばし
ば生じることであるが、結果を以下の作業に利用することは誤差を大きくする可能性が高く今回は断
念し、拙稿（2011a）と同様各因子得点の合計をとって総合福祉指標（潜在能力指数）Fを求めた。
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図2 MIMICモデル
出所：筆者作成
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表3 MIMICモデル推計結果 最尤（ML）推定値
（A）2008年 係数
推定値 標準誤差 検定統計量 確率ラベル
Wel-Being <-- F1 1
Wel-Being <-- F2 0.071 0.014 4.901 ***
Wel-Being <-- F3 -0.042 0.015 -2.794 0.005
Wel-Being <-- F4 -0.34 0.015 -22.612 ***
Wel-Being <-- F5 0.406 0.019 21.668 ***
Wel-Being <-- F6 -0.539 0.017 -31.92 ***
Overallifesatisfaction <-- Wel-Being 1
Satisfactionwithfamilylife <-- Wel-Being 0.142 0.01 14.801 ***
標準化係数
推定値
Wel-Being <-- F1 0.746
Wel-Being <-- F2 0.055
Wel-Being <-- F3 -0.031
Wel-Being <-- F4 -0.253
Wel-Being <-- F5 0.275
Wel-Being <-- F6 -0.406
Overallifesatisfaction <-- Wel-Being 0.783
Satisfactionwithfamilylife <-- Wel-Being 0.176
CFI＝0.351
RMSEA＝0.277
（B）2004年
推定値 標準誤差 検定統計量 確率ラベル
Wel-Being <-- F1 1
Wel-Being <-- F2 -0.139 0.022 -6.276 ***
Wel-Being <-- F3 -0.504 0.023 -22.203 ***
Wel-Being <-- F4 -0.919 0.027 -34.477 ***
Wel-Being <-- F5 2.008 0.036 55.109 ***
Wel-Being <-- F6 0.58 0.025 23.344 ***
SatisfactionWithLifeAtToday <-- Wel-Being 0.543 0.008 69.907 ***
SatisfactionWithStandardOfLiving <-- Wel-Being 0.597 0.008 70.803 ***
標準化係数
推定値
Wel-Being <-- F1 0.384
Wel-Being <-- F2 -0.048
Wel-Being <-- F3 -0.18
Wel-Being <-- F5 0.73
Wel-Being <-- F6 0.191
Wel-Being <-- F4 -0.308
SatisfactionWithLifeAtToday <-- Wel-Being 0.812
SatisfactionWithStandardOfLiving <-- Wel-Being 0.836
CFI＝0.337
RMSEA＝0.237
［５］福祉の分布構造
１．全体構造
各機能および総合福祉指標と等価家計所得（再分配前および再分配後、Y1とY2）12）に関するジニ
係数と平均対数偏差（MLD）を計算した。結果を表4および表5（p.136～p.139）に示した。表の
項目のうちF1～F6は因子1から6、Fは総合福祉指標である。図3－1と図4－1に示したように
いずれの不平等指数でみても、2008年度では再分配前の等価家計所得Y1の分布が最大の不平等度
を示し、再分配の結果、等価可処分所得Y2の不平等度はジニ係数ではかって約40％、MLDでは
80％近く低下している。MLDは一般に低所得層の不平等に敏感に反応するので、再分配が低所得層
の分配の改善に大きく役立っていることがわかる。他方総合福祉指標の格差はF5（家庭生活）につ
いで低い値であった。因子F1（仕事・収入）とF3（参加・余暇）はY1に近い格差を示しY2のそ
れを上回ったが、F2（住居）、F4（教育）、F5（家庭生活）、F6（健康）はY2のそれを下回ってい
る。因子ごとに個人間の位置はある程度入れ替わり、全体としての（Fの）格差を大きく縮小する結
果になったと解釈しうるであろう。2004年度については図4－1に示されたようにやはりY1の不
平等度が最大である。所得再分配効果は2008年ほど大きくなく、不平等度はジニ係数ではかって約
19％、MLDでは43％低下している。Y2の不平等度は他の諸指標より高くとどまっている。因子間
の不平等度の順序は2008年と多少入れ替わり、総合福祉指標の格差が各指標中最小である。因子分
析に使用した変数が両年間で同じであれば、二つの年度の間における格差の変化について直接比較す
ることが可能であるが、その条件を満たしていないため、早まった結論を出すことは避けなければな
らない。しかし再分配所得Y2に関する不平等度は縮小したが、再分配前所得Y1および総合福祉指
標Fの格差が上昇したことは明らかである。
２．部分集団別構造
数値はことなるがジニ係数とMLDの指標間の相対的な大小関係はほぼパラレルであるため、以下
の説明に付した図は（0値を含む標本を削除したMLDより）ケース数の大きいジニ係数に関する図
のみを掲げた。
男女別格差（図3－2および図4－2 参照）04年度ではY1、Y2いずれにおいても男子における
格差が女子のそれを上回っていたが、08年度ではY1については女子集団における格差が男子集団
における格差を上回った。Y2については04年度と同じく男子における格差の方が女子の格差より
大きくなっている。総合指標Ｆについては04年度ではわずかに男子集団における格差が大きかった
が、08年度では差はほとんど見られなくなった。格差が大きかった指標は所得指標を除けば、08年
度ではF1（仕事・収入）とF3（参加・余暇）で、いずれも女子集団内の格差が男子集団内の開き
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図3 多次元的福祉の分布構造 2008年度
図3－1 全体構造
図3－2 性別
図3－3 年齢階層別
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図3－4 東西地域別
図3－5 所得階層別
図3－6 教育水準別
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図4－1 全体構造
図4－2 性別
図4－3 年齢階層別
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図4 多次元的福祉の分布構造 2004年度
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図4－4 東西地域別
図4－5 所得階層別
図4－6 教育水準別
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を上回った。04年度では所得指標を除くとF4（余暇）とF5（健康）で男子のジニ係数が女子のジ
ニ係数を若干上回っていた。
年齢階層別（図3－3および図4－3 参照）13）では両年度とも高齢者層（60－65歳以上および60－
65歳層）の格差が大きかった。とくに08年度では高齢者層のY2における格差も他の年齢層に比べ
て顕著であったが、08年度では階層間の差異は、ほとんどみられなかった。08年度ではF3（参加・
余暇）における格差がY1についで大きかった。全ての階層を通じて格差が大きかったのは08年度
ではF3、04年度ではF4（余暇）であった。他方において総合指標の格差はいずれの年度において
も小さく、全体としても年齢階層間での開きもほとんどなかった。
東西地域別（図3－4および図4－4参照）Y1について04年度では西部地域（旧西ドイツ）のジ
ニ係数が高かったが、08年度では逆転し東部地域において高くなっている。Y2については両年度
とも西部地域が高く、かつ格差は拡大した。一方両地域間の格差は総合指標（両年のジニ係数の比率
は1.07倍から1.06倍へ）、Y1（1.15倍から0.90倍へ）、Y2（1.37倍から1.29倍へ）のいずれにつ
いても縮小している。所得以外で格差が大きかったのは04年度ではF4（余暇）である。上に注意
したようにF4は労働時間の増加に伴い増大し、余暇時間の増加によって減少する因子であるから、
これは労働時間の格差が大きかったことを反映している。08年度で格差が大であったのはF3（参加・
余暇）とF1（仕事・収入）であるが、いずれも労働時間および余暇とも関係があり、04年度のF4
とつながりがあう。
所得階層別（図3－5および図4－5参照）ジニ係数が最も高かったのはY1（再分配前家計所得）
で、とくに第1十分位、ついで04年度では第10十分位、08年度では第2十分位での階層内格差が
大きかった。ジニ係数が2番目に高かったのは04年度ではF4（余暇）、08年度ではF3（参加・余
暇）であった。08年度のF3については階層内格差の水準はほぼ同一であったのに対して04年度の
F4については低所得層ほど階級内格差が高かった。また04年度ではY2を除く全ての指標で第1
十分位層の係数が他の階層のジニ係数を上回り、F3（住居）とF（総合福祉指標）以外では他の階
層とかなりの相違が見られた。08年度では階層間の開きは顕著ではなかった。したがって両年度の
間に最低所得層の状態が他の階層と比較して相対的に改善されたと見ることができる。
教育水準（図3－6および図4－6参照）両年度ともジニ係数の値が他の諸指標を圧して大きかっ
たのはY1であり、08年度ではF1（仕事・収入）、F3（参加・余暇）が、04年度ではY2とF4
（余暇）がこれにつぐ値であった。Y1については08年度では中卒以下の階層内格差が最も大きく、
ついで高卒、高卒以上の順であったが、04年度では高卒以上、中卒以下、高卒の順であった。Y2
については04、08年度とも学歴が高くなるにつれて格差が大きくなっていた。指標間をとおしてみ
ると、所得指標および、04年度のF4、08年度のF2（住居）とF4（教育）でわずかに高卒の係数
が小さいことを除くといずれの年度においても低学歴層におけるほど不平等度が高まる傾向がみられ
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た。総合福祉指標のジニ係数は両年度間でほとんど変化がなかった。
州別14） 04年度で格差が大きかったのはY1、Y2、F4（余暇）であり、08年度ではY1、F3
（参加・余暇）、F1（仕事・収入）であった。04年度ではこれらの指標のうちY1、F4（余暇）につ
いてはシュレスヴィヒ・ホルシュタイン、ノルトライン・ヴェストファーレン、ヘッセン、バイエル
ンなど西部の州において高い値が示され、東部のチューリンゲン、ザクセンなどはそれほどでもなかっ
たのに対して、08年の指標ではベルリン（東）、メクレンブルク、ブランデンブルク、チューリンゲ
ン、ザクセンなど東部諸州の係数が高かった。ジニ係数それ自体はこの間概して上昇したが、州内格
差という点では東部諸州で高まるという傾向が確認できた。これらは東西地域別の概観では相殺され
て表れなかった傾向である。
以上二つの不平等尺度を用いて04／08年度および部分集団の属性ごとの分布の構造の特徴を比較
してきた。留意しなければならないのは二つの年度で因子（機能）の内容が異なっているために、単
純に年度間比較をすることはできない点である。
そこで比較的内容が類似している住居、教育、健康，Y1、Y2および総合指標を取り出して両年度
間のジニ係数を比較したのが図5である。図5からY2、健康および総合指標についてはほぼ差異は
認められないが、住居、教育およびY1については04年度より08年度の方が、不平等度が大きい
ことを読み取ることができる。
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図5 福祉指標の比較 04年度vs08年度
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［６］結 語
筆者がこれまで行ってきた多次元的福祉の分析が単年度における因子得点の集団間比較をもっぱら
としていたのに対して、本稿では新たにMIMICモデルの構築、二つの年度間での福祉構造の比
較、不平等尺度を用いての比較分析の三つの試みを行った。SEM（MIMICモデルはその一種であ
る）を用いた分析は、筆者の知る限りでは国際間比較かごく限られた少数の機能について行われた事
例で有意な結果がえられている15）。本稿のようにかなり多くの標本を用い、かつ多数の機能を取り扱っ
たものはほとんどない。おそらく標本数の多さがモデルの適合度を低下させたと推測され、福祉の分
布構造の分析に推計結果を有効に利用するにはいたらなかった。しかし変数間の部分的な関係に関し
ては所期の結果をえることができた。因子得点にジニ係数やMLDを適用して分析を行ったのも数少
ない試みであろう。今後の課題として分布構造を規定する要因の考察と構造変化の詳細な分析が残さ
れている。
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1
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1
0
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9
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リ
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4
1
7
0
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8
8
1
0
6
0
.0
7
7
2
5
8
0
.6
5
4
6
2
6
0
.0
6
4
5
1
3
0
.0
2
0
3
1
3
0
.0
7
3
2
7
0
0
.0
1
9
9
1
3
1
.4
4
5
3
7
2
0
.0
8
3
1
6
6
ザ
ク
セ
ン
6
9
6
0
.3
5
0
1
3
7
0
.0
7
6
5
2
3
0
.6
9
3
4
6
0
0
.0
7
0
8
0
6
0
.0
1
8
9
8
3
0
.0
6
0
5
2
8
0
.0
1
7
6
8
6
1
.2
4
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2
1
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7
所
得
階
層
別
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e
1
9
5
3
0
.0
8
6
3
3
3
0
.0
6
7
6
7
2
0
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2
7
9
9
5
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2
5
8
0
5
0
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1
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7
0
.1
0
1
9
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0
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5
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9
9
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1
4
0
4
0
D
ec
il
e
3
9
5
4
0
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5
4
5
7
7
0
.1
0
9
1
9
4
0
.6
0
2
6
8
5
0
.1
2
0
6
6
2
0
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2
3
2
6
5
0
.0
7
8
7
2
3
0
.0
2
2
0
9
2
0
.0
4
3
0
9
6
0
.1
3
1
2
0
8
D
ec
il
e
4
9
5
4
0
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3
3
3
9
8
0
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1
1
3
5
3
0
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2
1
1
2
4
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4
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6
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4
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7
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6
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6
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9
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9
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8
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4
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8
8
2
7
3
0
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2
0
4
7
8
0
.0
4
4
5
0
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0
.0
1
4
2
6
2
0
.0
0
2
2
4
9
0
.0
2
8
5
2
9
D
ec
il
e
7
9
5
4
0
.0
9
6
4
9
8
0
.0
6
6
1
1
9
0
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1
0
6
3
3
0
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8
8
1
2
3
0
.0
2
0
3
9
2
0
.0
4
0
1
5
0
0
.0
1
3
4
3
4
0
.0
0
2
1
7
4
0
.0
2
4
4
8
8
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il
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8
9
5
4
0
.0
8
4
6
5
0
0
.0
7
1
7
1
2
0
.5
9
1
5
8
5
0
.0
7
9
6
7
2
0
.0
1
7
9
9
3
0
.0
3
8
5
7
1
0
.0
1
1
9
4
8
0
.0
0
2
4
8
1
0
.0
2
0
1
4
2
D
ec
il
e
9
9
5
4
0
.0
6
2
5
4
8
0
.0
7
4
2
1
6
0
.5
9
6
8
7
8
0
.0
7
5
9
5
2
0
.0
1
5
6
3
4
0
.0
3
2
6
3
8
0
.0
1
2
2
5
6
0
.0
0
4
0
3
5
0
.0
1
7
4
4
9
D
ec
il
e
1
0
9
5
1
0
.0
5
7
7
5
7
0
.0
7
5
8
2
4
0
.5
8
6
8
2
9
0
.0
5
6
4
5
1
0
.0
1
5
7
6
3
0
.0
3
3
6
6
5
0
.0
1
1
2
8
4
0
.1
1
5
9
0
3
0
.1
4
7
7
8
2
教
育
水
準
中
卒
以
下
1
0
8
4
0
.4
2
6
8
5
8
0
.1
0
8
2
8
4
0
.6
9
3
8
7
0
0
.0
8
1
0
4
5
0
.0
2
5
9
1
6
0
.0
9
6
2
3
6
0
.0
2
2
8
5
1
1
.2
2
3
8
1
9
0
.1
1
1
3
2
1
高
卒
5
8
6
6
0
.3
1
3
5
3
3
0
.0
8
9
2
6
5
0
.6
2
3
2
9
3
0
.0
1
6
1
0
3
0
.0
1
9
8
7
7
0
.0
6
3
3
8
3
0
.0
1
5
7
7
4
0
.9
0
2
7
4
1
0
.1
2
4
4
1
4
高
卒
以
上
2
5
8
3
0
.2
3
9
8
3
4
0
.0
9
1
6
4
2
0
.5
0
6
7
5
8
0
.0
1
4
7
6
4
0
.0
1
7
9
3
5
0
.0
4
0
7
4
1
0
.0
1
2
2
6
8
0
.6
9
8
3
7
6
0
.1
9
9
2
6
0
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表
5
福
祉
の
分
布
構
造
年
度
2
0
0
4
年
5
－
1
ジ
ニ
係
数
標
本
数
F
1
F
2
F
3
F
4
F
5
F
6
F
Y
1
Y
2
全
標
本
6
4
1
8
0
.1
4
3
8
1
3
0
.1
3
5
3
2
4
0
.1
0
7
7
7
3
0
.2
9
2
0
3
7
0
.1
3
4
3
5
4
0
.1
4
0
8
7
9
0
.0
9
8
5
0
0
0
.3
9
9
3
9
9
0
.3
2
4
2
5
6
性
別
男
4
1
3
4
0
.1
3
8
7
6
3
0
.1
3
3
4
4
0
0
.1
0
4
6
9
6
0
.2
7
6
9
1
2
0
.1
3
5
4
4
0
0
.1
3
4
9
0
4
0
.0
9
8
5
2
0
0
.4
0
6
4
0
9
0
.3
4
2
9
1
9
女
2
2
8
4
0
.1
5
0
1
4
6
0
.1
3
8
6
7
8
0
.1
1
2
6
9
7
0
.2
5
8
0
9
7
0
.1
2
8
2
0
6
0
.1
3
8
1
2
6
0
.0
9
1
1
0
8
0
.3
7
4
5
7
1
0
.2
7
3
3
8
1
年
齢
階
層
別
2
9
歳
以
下
7
0
1
0
.1
4
7
0
7
3
0
.1
1
0
8
3
9
0
.1
1
9
2
5
3
0
.2
6
4
0
4
4
0
.1
2
1
9
7
9
0
.1
5
4
5
8
2
0
.0
8
3
2
9
8
0
.3
5
8
7
9
1
0
.2
5
5
2
8
1
1
6
4
8
0
.1
3
6
6
1
2
0
.1
2
2
1
2
3
0
.1
0
8
2
8
7
0
.2
4
1
6
2
1
0
.1
2
0
8
3
8
0
.1
1
6
7
1
5
0
.0
8
5
0
7
9
0
.3
4
5
8
5
7
0
.2
5
3
6
8
0
4
0
－
4
9
歳
2
0
4
8
0
.1
4
5
5
5
4
0
.1
3
3
9
4
2
0
.1
0
9
1
9
6
0
.2
7
3
9
2
5
0
.1
3
0
2
9
0
0
.1
2
4
9
3
3
0
.0
9
8
3
9
0
0
.4
0
0
1
2
3
0
.3
3
7
8
7
8
5
0
－
5
9
歳
1
4
1
5
0
.1
4
1
9
7
9
0
.1
4
5
7
8
6
0
.1
0
0
0
3
0
0
.2
7
1
8
5
9
0
.1
3
7
2
5
5
0
.1
3
1
2
2
6
0
.1
0
0
6
8
8
0
.3
5
5
1
3
1
0
.3
0
0
8
9
8
6
0
－
6
5
歳
4
5
4
0
.1
4
2
5
9
1
0
.1
5
2
5
7
4
0
.0
9
0
4
8
9
0
.3
3
8
2
1
9
0
.1
5
1
2
4
0
0
.1
7
5
3
0
7
0
.1
1
3
9
8
9
0
.4
9
2
8
9
3
0
.3
8
6
5
0
3
6
6
歳
以
上
1
5
2
0
.1
6
4
5
7
6
0
.1
6
8
0
1
8
0
.1
0
1
3
3
0
0
.5
2
1
6
4
3
0
.2
1
3
4
1
7
0
.2
6
6
1
1
3
0
.1
5
2
0
7
0
0
.6
5
4
7
4
0
0
.4
1
9
3
0
9
地
域
別
西
部
地
区
5
0
5
8
0
.1
3
8
8
5
5
0
.1
3
6
2
2
0
0
.1
0
7
8
7
6
0
.2
9
2
6
4
8
0
.1
3
6
7
6
3
0
.1
4
2
4
0
0
0
.0
9
8
9
1
0
0
.4
0
2
3
0
5
0
.3
3
5
8
6
9
東
部
地
区
1
3
6
0
0
.1
5
5
8
3
9
0
.1
3
0
7
6
5
0
.1
0
5
7
2
0
0
.2
5
7
7
5
5
0
.1
2
3
6
4
7
0
.1
3
3
6
3
8
0
.0
9
2
2
2
2
0
.3
5
1
2
1
9
0
.2
4
5
3
7
0
州
別
ベ
ル
リ
ン
（
西
）
1
5
1
0
.1
5
8
9
8
8
0
.1
6
0
4
3
1
0
.1
0
9
5
1
1
0
.2
8
1
6
8
3
0
.1
3
8
3
2
8
0
.1
4
7
5
0
2
0
.1
0
0
6
0
4
0
.3
8
5
7
9
0
0
.2
9
3
3
9
3
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
2
0
4
0
.1
1
8
7
6
2
0
.1
2
2
2
0
2
0
.0
9
5
2
9
3
0
.2
9
9
5
0
8
0
.1
2
8
8
2
8
0
.1
3
4
4
7
1
0
.0
9
3
8
1
2
0
.4
1
7
4
6
1
0
.3
7
1
8
6
5
ハ
ム
ブ
ル
ク
9
9
0
.1
3
0
7
8
2
0
.1
3
6
5
1
4
0
.1
0
7
7
3
3
0
.3
0
7
1
0
1
0
.1
3
1
0
9
0
0
.1
4
2
6
2
8
0
.1
0
2
6
0
6
0
.3
7
3
4
0
9
0
.3
2
0
4
1
8
ニ
ー
ダ
ー
・
ザ
ク
セ
ン
5
6
4
0
.1
4
3
5
3
0
0
.1
2
9
5
5
6
0
.1
0
4
2
7
1
0
.2
7
9
0
6
1
0
.1
3
1
6
7
2
0
.1
4
1
9
6
2
0
.0
9
4
1
2
2
0
.3
6
2
7
3
1
0
.2
9
5
5
7
1
ブ
レ
ー
メ
ン
5
3
0
.1
7
0
2
1
0
0
.1
2
5
1
4
0
0
.1
2
3
0
2
0
0
.3
0
8
8
5
6
0
.1
4
4
2
9
8
0
.1
3
9
4
3
2
0
.1
1
2
8
5
5
0
.3
8
0
3
6
7
0
.3
0
4
1
2
7
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
1
3
7
2
0
.1
3
6
8
6
8
0
.1
3
7
2
5
9
0
.1
0
7
3
0
0
0
.2
9
5
2
6
2
0
.1
3
8
4
7
2
0
.1
4
2
5
6
6
0
.0
9
9
7
5
5
0
.4
1
2
0
1
1
0
.3
3
8
1
1
0
ヘ
ッ
セ
ン
4
8
6
0
.1
3
3
6
7
3
0
.1
3
3
7
4
8
0
.1
0
4
7
3
1
0
.3
0
1
8
5
7
0
.1
3
1
3
2
5
0
.1
4
8
2
9
8
0
.0
9
6
2
4
3
0
.4
5
5
5
1
4
0
.3
6
9
4
8
8
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
フ
ァ
ル
ツ
・
ザ
ー
ル
3
8
2
0
.1
2
8
4
0
0
0
.1
3
8
7
6
9
0
.0
9
7
0
2
0
0
.2
7
6
5
7
7
0
.1
3
4
7
3
0
0
.1
4
6
3
3
8
0
.0
9
4
9
9
4
0
.3
5
3
3
9
7
0
.2
7
8
3
2
0
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ヒ
ュ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
7
8
1
0
.1
3
8
5
4
7
0
.1
2
9
7
4
8
0
.1
1
5
8
8
1
0
.2
8
3
3
9
3
0
.1
4
4
9
5
2
0
.1
3
7
6
9
0
0
.1
0
2
0
9
4
0
.3
5
1
2
7
4
0
.2
8
7
1
1
4
バ
イ
エ
ル
ン
9
6
6
0
.1
4
3
6
9
5
0
.1
4
1
9
7
2
0
.1
0
8
7
8
0
0
.2
9
8
0
0
2
0
.1
3
3
1
0
9
0
.1
4
1
0
4
1
0
.0
9
9
2
1
3
0
.4
2
5
1
5
0
0
.3
8
2
4
4
3
ベ
ル
リ
ン
（
東
）
1
1
4
0
.1
6
6
4
1
5
0
.1
3
0
7
1
3
0
.1
1
2
5
3
2
0
.3
2
3
4
9
8
0
.1
3
1
7
4
4
0
.1
4
6
6
9
9
0
.1
0
1
1
4
1
0
.3
9
2
6
0
7
0
.3
0
2
5
2
7
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ル
メ
ン
1
4
3
0
.1
4
7
0
4
9
0
.1
2
3
6
1
1
0
.0
9
7
3
0
1
0
.2
5
3
0
2
4
0
.1
3
2
8
9
9
0
.1
3
5
7
0
4
0
.0
8
9
2
1
8
0
.3
5
4
3
6
2
0
.2
6
2
9
0
1
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
2
4
0
0
.1
5
3
4
5
8
0
.1
3
7
4
7
7
0
.1
0
7
2
7
5
0
.2
6
3
4
2
0
0
.1
2
1
4
8
9
0
.1
2
1
8
8
3
0
.0
9
3
7
0
3
0
.3
6
8
7
6
6
0
.2
5
7
8
8
2
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
2
2
5
0
.1
7
1
7
4
3
0
.1
3
1
1
0
0
0
.1
1
1
6
6
9
0
.2
6
3
9
6
9
0
.1
2
9
8
5
7
0
.1
4
1
9
3
7
0
.0
9
9
2
6
6
0
.3
2
8
8
8
5
0
.2
2
4
6
4
0
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
2
4
4
0
.1
5
6
9
0
1
0
.1
3
3
5
2
6
0
.1
1
0
3
8
2
0
.2
1
7
8
0
9
0
.1
1
0
1
6
9
0
.1
2
6
5
1
9
0
.0
8
7
1
6
6
0
.3
1
0
1
5
5
0
.2
0
7
1
6
2
ザ
ク
セ
ン
3
9
4
0
.1
4
6
0
1
3
0
.1
2
6
0
2
6
0
.0
9
7
9
5
4
0
.2
5
0
0
4
7
0
.1
2
0
9
8
4
0
.1
3
2
9
4
8
0
.0
8
7
6
2
0
0
.3
5
3
6
5
5
0
.2
4
0
0
6
1
所
得
階
層
別
D
ec
il
e
1
6
3
9
0
.2
2
7
8
3
0
0
.2
1
1
2
9
4
0
.1
5
8
8
0
2
0
.2
9
0
8
2
7
0
.1
5
3
1
0
5
0
.2
2
5
5
2
1
0
.0
9
1
3
2
0
0
.4
6
8
1
8
9
0
.2
4
4
1
1
8
D
ec
il
e
2
6
4
3
0
.1
5
8
5
2
3
0
.1
6
3
6
3
7
0
.1
3
3
7
8
6
0
.1
8
9
8
4
9
0
.1
0
4
7
5
3
0
.1
3
9
0
4
0
0
.0
5
8
7
2
1
0
.2
4
4
2
8
8
0
.1
5
8
3
3
2
D
ec
il
e
3
6
4
3
0
.1
3
8
5
5
1
0
.1
4
0
1
5
0
0
.1
1
3
9
2
9
0
.1
5
6
1
4
4
0
.0
9
2
9
4
5
0
.1
2
4
3
0
2
0
.0
5
0
3
0
7
0
.1
9
3
8
2
8
0
.1
3
6
9
2
6
D
ec
il
e
4
6
4
3
0
.1
1
8
2
7
7
0
.1
3
2
4
1
5
0
.1
0
2
3
3
0
0
.1
4
5
1
4
2
0
.0
8
1
6
9
9
0
.1
1
4
3
9
7
0
.0
4
6
6
4
2
0
.1
8
1
2
9
9
0
.1
3
7
2
8
9
D
ec
il
e
5
6
4
3
0
.1
0
3
8
4
9
0
.1
1
8
2
2
2
0
.0
8
8
6
1
5
0
.1
2
7
0
8
4
0
.0
7
7
8
0
1
0
.1
1
1
8
4
7
0
.0
4
3
0
1
3
0
.1
7
1
5
2
5
0
.1
2
4
5
6
4
D
ec
il
e
6
6
4
3
0
.0
9
5
9
0
5
0
.1
2
4
8
5
0
0
.0
8
6
4
1
1
0
.1
2
7
7
6
8
0
.0
8
2
2
2
2
0
.1
0
8
6
0
3
0
.0
4
0
0
4
5
0
.1
6
6
9
2
1
0
.1
2
6
8
5
6
D
ec
il
e
7
6
4
3
0
.0
8
3
0
6
0
0
.1
0
4
8
4
9
0
.0
7
8
0
6
1
0
.1
1
3
5
2
0
0
.0
7
2
4
2
0
0
.0
9
9
3
0
5
0
.0
3
8
2
1
5
0
.1
5
8
7
8
9
0
.1
2
0
1
2
7
D
ec
il
e
8
6
4
3
0
.0
8
0
6
8
0
0
.1
1
1
9
1
7
0
.0
7
5
7
3
4
0
.1
3
0
1
1
9
0
.0
7
2
7
8
1
0
.0
9
3
9
0
1
0
.0
3
6
4
5
3
0
.1
5
2
7
9
8
0
.1
3
2
3
7
0
D
ec
il
e
9
6
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注
1）Sen（1992）邦訳p.59
2）Senは所得や資産はそれ自身が潜在能力ないし福祉に直接かかわるのではなくて、それによって獲得さ
れる機能がそれを規定すると考える。すなわちSenにおいては手段と目的の区別に厳格で、評価は手
段の次元ではなく目的の次元で行われる。
3）Senはそのような個人の主観的評価はその個人のおかれた環境や経験によって歪められてしまう可能性
があるという理由でCapability評価において積極的な役割を与えなかった。
4）Sen 上掲書 邦訳p.64
5）Sen（1999）邦訳 p.38
6）Alkire／Foster方式については拙稿（2011b）を参照されたい。
7）KMOの標本妥当性測度は値が0.5以上のときにはそれらの観測変数を用いて因子分析をすることに意
味があることを、Bartletの球面性検定は分散共分散行列が単位行列の定数倍に等しいことを帰無仮説
とする検定である。
8）CAにSEMを利用した先行研究としてKuklys（2005）とKurishnakumar（2007）が興味深い結果
を出している。
9）MIMICは「複数の観測指標によって構成概念が規定され、その構成概念が複数の観測変数の原因となっ
ているモデル」である。（豊田1998,p96）なおここで構成概念と記されているのは本稿でいう潜在変
数である。
10）分析前に数値が決定しているので、ここでは潜在変数ではない。
11）CFIは0.95以上、RMSEAは0～0.05が適合度良好と判断する。
12）等価尺度はOECDNewScaleを使用した。
13）グラフが見づらいので年齢階層別には棒グラフではなくチャート図を作成した。
14）図が読みづらいことから州間比較については表4、表5を参照されたい。
15）Kuklys（2005）参照
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Abstract
Themultidimensionalapproachtowel-being,thatis,thecapabilityapproach,hasproduced
noteworthyresultsintheform ofsurveysandstudiesregardingtheindividualfunctionsof
health,education,environment,poverty,andotherfactors.Bycontrast,therearefewotherquan-
titativeanalysesthattaketheentiresocioeconomicenvironmentintoview,whichaccordingto
thiscontext,targetthecapabilitythatisacolectionofindividualfunctionsratherthansimply
theindividualfunctionsthemselves.Inseekingtoproduceacomprehensiveanalysisofthese
functions,thefirsttaskistodeterminewhichfunctionswilbeanalyzed,whichobservablevari-
ableswilbeusedtomeasurethem,andhowcapabilitywilbemeasuredbasedonthemeasured
functions.Inparticular,itisimportanttoavoidsubjectivityonthepartoftheresearchertothe
greatestextentpossiblewhendeterminingweighting,ataskthatmustbeundertakentoevaluate
therelativeimportanceofdifferentvariablesandtointegratethefunctionsintocapability.This
papermeasuresthemultidimensionalapproachtowel-beingbyapplyingthemultivariateanaly-
sismethodwiththeseissuesinmind.Also,thestructureofthemultidimensionalapproachto
wel-beinganditseconomicchangeswereanalyzedusingGSOEPdatafrom2004and2008.
Keywords:Multidimensionalwel-being,functioning,capability,MIMICmodel,MLD
